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外衆謡音陪馴ナるゆ靴の類型
㈲轟奥類の義寵壷串心として牌

松鰯

はじめ紀

　本稿ではシェ　ジェイヱ　ヒェニヱチェツァ　ツェツォスィズィ　ツィティディ

トゥ　ドゥテユデュファフィフ並フォフユウィウェウォの、辞典類における

表記のゆれを調査した。以下これらを外来謡音と称し、それ以外の、和語・漢語紀も用い

られるものを日本謡音と称する。ヴァ行に関しては、表記上はバ行との区別を有するが・

発音上は両層閉鎖音［b］となるのが現段階では一般的なので、ヴの表記が〔b］と［v〕との間

の発音のゆれを反映しているとは考えがた、㌦よって今回の調査の対象外とした〔注1］。

2。研究の冒的

　現代臼本語の音韻1こついて考える際には、外来語音のうち例と何を日本謡の一部に含

めるかという間題が起こってくる。外来諮は和語・漢語に比べると語数が少なく、最小対

を形威する語例の選択が困難である上、表記・発音のゆれがはげしいため、判厳者により

緒果が粟なってくる。いま先学の説の一部を整理してみると表1のようになる〔注2〕。
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　ここ；ζ見られるように外来語音の定着度の基準は畷疎なため、語種による階層を設定

して和語・漢語と外来語との間で一線を函し、日本謡の音韻を考える上で外来溜音はすべ

て扱わないとする識も多い。奥村〔12〕は次のように述べる。

「もともと擬声謁や外来謡の発音は、それぞれ書語音に対立する表構音とか、ごく

少数の言謡学者のみが発音する外国謡音等に遵溶るゆえ・その音韻諭的認定には・

どこかに歯止めが必要である。今・外来語について書えぱ・rチ（川）｝パ｝チ㈲」と

いうような発音が大鰯把滅少し、「ティ（ti）一」の発音がかなり普及した事は確かだが、

しかしr記e鯛・teak・ticket・いt舳・tip・typhus・ti剛c」等は、今でもrチーム・チーク・チ

ヶツト・チタン。チップ・チフス・チンキ」のごとく・チ（t∫i）形が普通である。（中醗）

Sje，Z抽などの場舎も、rシヱ向ド・シェルパ・ジェット」のごと妻義記より、むしろ

rセパ｝ド・ゼスチャ・ゼネレ㎞シ黎ン・ゼラチン・ゼラニゥム・ゼリー・ゼントルマン」の

ごとき表記がめだつ。それらが臼本語音韻としての地位を占めるようになれば、右記

のごと茜表記の閥題も概ね解決しているはずだと恩うのである。」（p5－7原文縦書き）

　たしかに上記の例の内いくつかは、ヨ本語音で安定してゆれがない。しかし、外来語

におげる日本謡晋から外来語音への変化は一律に行われるのではなく、謡により翼なる

のである。原昔［ti］がrチ」となるものもあるが、それを論拠にrティ」を排斥すれぱ・rテ

ィ」で安定した例との間で水掛け論に陥いるだげである。外来語音を諭じる際に考察の対

象とするべきは、外来語曹で安定した語、あるいはゆれている語であって、日本語晋で

安定した語があってもそれは反例にあたらないと考えるべきであろう。また、「フユ」に

関しても、rヒ1ユーズ（fuSe）」の一謡をもりてrブユ」は日本喬蕃には定着し熔いとする論が

あるが、rブユjを含む謡は、rフユーチャー∬フユーチャリズム」rフ’画一ラー∬フユージ

黎ン」rブユーネラルマ｝チ」rブユン島」rパブユーム」rパフユーマー」rドレブユス事件」な

どのように辞典から採集しただげでも数多く’あり、このうちの多くには表記のゆれが全

くない。すなわち、外来謡音の定着度は語ごとに決まっているというべ慧であり、少数

の煽った例から外来語音を諭ずれば、緒識が誤った方向に行慧かねないのである。

　本穂の研究目的は、このような外来謡晋の義記のゆれの実態を調査し、ゆれの類型を

たてることにある。謡の採集は次の16穣の辞典類により行った£注8〕。

『情報知識i璽id㈱』（1990）　　　　　　『現代用謡の基礎知識』（I990）
r基本外来謡辞典』（1990）　　　　　　r日本謡大辞典』（］989）
『新蜆解国謡辞典』第四販（1989）　　　『大辞林』（1989）
『図解外来謡辞典』第三版（1988）　　　『学研国語大辞奥』第二版（1988）
rコンサイス外来謡辞奥』第四版（1987）　r巻波国謡辞奥』第四版（1986）
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　　『書泉』（1986）　　　　　　　　　　　『旺文社国語辞典』改訂新版（1986）
　　r小学館現代国謡例解辞奥』（1985）　　r広辞苑』第三販（豆983）
　　r三省箆国謡辞典』第三販（1982）　　　r舳K放送のことばハンドブック』（1987）

　（以下・　rイミ』　r現代』　r基本』　r日奉』　r新蜆』　r大辞』　r図解j　r学研．』

　　門ン3　r岩波黎　r冒泉』r旺文』r例解』　r広辞』　r三省』　『舳K』とよぷ）

　次のよう溶鰯は単なる義記上のゆれ把よるとは考えがたいため、調査の対象外とした。

①rカデンツァ（伊）／カデンツ（独）」rリアリティ（英）／レアリテ（仏）」　　　　原語の遵い

②「プディング／プリン」「ラディッシュ、ラデシ／ラレシ」　綴字に頼ったか耳に頼ったか

③rチヱロ／セロ」rピッツァ／ピザ」rツィター／ジター」　　原音と異なる綴字発音

④『スティック／ステッキ」「チェック／チッキ」　　　　　　　　　指示物の分化

8。外来鰯義観淺の規範

　平成3年、国語審議会「外来語の表記」が内閣告示された。これは昭和29年の「外来謡表

記の原則」（以下「原則」とよ虚）を三十数年ぷり把見直したものである。

　r原則」は、原音意識がなお残るr例外」としてあげたrティー」rビルディング」rプ回デュ

ーサー」などの数謁を除くと、外来語音をほとんど認めていない。これは石綿［13］の指摘

にもあるようは、rファフィフェフォティディシェジェテユデュフユはなる

べくハヒヘホチジセゼチュジュヒュと書く」という極度に臼本謡化した形

を採用した条文だげが遊離した感の強いものであった。

　地名表記に関しては、昭和54隼の教科書研究センター「地名表記の手引」（以下「地名」と

よぷ）が学校教曹の社会科の規範となっている。r原則」と比べると・シヱジヱファフ

ィフ並フォブ異ウィウェウ涛などが認められているが・細則硲の『ティ・ディ・テ

ユ・デュはなるぺくチ・ジ・チュ・ジ皿のように書く」などはやはり現状紀そぐわない。

　一般の表記はこれら二つの制約を大きく受げているが、前述のよう1こ、外来謡はゆれ

がはげしく、謡ごとに定着度が翼なるため、表記の規範としての統一的基準を設げる乙

とが難しいという間題がある。以土のようなこ～：から・辞典の外来謁表記では・語ごと

に「原則∬地名」と異なる「例外」を多数認めている。またNHKでは1ヨ本放送協会放送用

謡委員会の決定事項をもとに、そして新閲社では新閲協会新聞用謡懇談会の討議をもと

に、独自に外来謡表記の基準を設げ、適宜改正を行うことで間題に対処している。
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　制約の緩和された今回の表記案は、このような現状を追翻して謡ごとにどんな義記を

用いてもよいことを認司し、自然掬汰に任せたところ把意義秘あるといえる。

　以下・外来語音の各々のゆれ把ついて・臭体例をあげて考察していくことほする。

逸。分析

　4．1。シェ、ジヱ

　「原則」紀は「セゼを用いる」とあるが、今回の調査では、rシュ／セ」のゆれは、rシュ

パード／セパード」rシヱラック／セラック（ワニス）」の2語のみであり、「セバ｝ド」を本

見出しとするのはr学研』『広辞』、rセラック」は『大辞』だげで、シェを本見出しと

する方が圧倒的に多い。蜜た・rセ」で安定したものもrミルクセーキ」程度でほとんどな

い。しかしrジェ／ゼ」はかなり多く、rゼネスト」rゼラチン」rゼラニウム」rゼリー」はrゼ」

で安定し、rエンゼル」rゼネラル∬ロサンゼルス」はrゼ」を本見出しとする方が多い。

　これに対し、鋤音i拍が連母音2拍との間でゆれる、拍数の変化するゆれがある。

シュラレオネ／シエラレオネ　　　　　ラボアジヱ／ラボアジエ

　謡数の少ない鋼外的なものとして、以下のような、「シェ／シュ」∫ジェ／ジュjがある。

アタッシェケ向ス／アタッシュケ｝ス　　　ジ並ラルミン／ジュラルミン

「シェワルナゼ」氏は、　『舳K』でも「シ孟」で表記・発音する規則だが、アナウンサ｝の発

音はrシュワルナゼ」が圧倒的に多い。また、ジヱに閲しては、「ジェ／ジjのゆれもある。

トラジェディ｝／トラジディ㎞　　　　ジェッダ／ジッダ

　4．2。イエ

　rイェ」も、直音r工」とのゆれと、拍数の変他するrイエ」とのゆれがある。

イユニセイ川／エニセイ川　　　　　イェルサレム／エルサレム

イユ榊ツ／イエ㎞ツ／エーツ　　　　イェティ／イエティ

　4．3。ヒエ、二黒

　ヒ；息、ニェは、　『舳胞ほ、r使わない謡」としてrミュンヒェン／ミュンヘン」rメルヒヱ

ン／メルヘン」が載っているだけで＝、その他の辞奥類ではヘネ肥なっている。
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　4．4。チ丑

　チュ1ζはゆれがない。チェがシヱ　ジヱ等と異なるのは、チェの場合、鋤音に対する

直音での置慈換えが生じぽくいということである。つまりシェジェイユヒュニェが

セゼエヘネとの閲でゆれ、豪た後者で安定することがあるのに対し、チェはタ行の

テとは交替しにくいし、下記の音韻体系におげるツァ行のツェでは、これも外来諮音で

発音が難しい。逆に言えば、それゆえにチェは臼本語に定着しやすいと解釈される。

表2／titet儘tl，W（ティテタト（ll〕、繍嚢。鴛。ll。洲イ鱗チ1ア棚

rシェ／シエ」と同様の・rチェ／チエjのゆれが次のものにみられる。

ツールポワチヱの戦い／ツールポワチエの戦い、トゥールポアティエの戦い

　4．5．ツア、ツエ、ツオ

　ツァツユツォは、おも把ドイツ謡（コンツェルンシャンツ並ツユッペリン）、イタ

リア語（フィレンツユ　カンツ渚一ネスケルツォ）・ロシア謡（ツァーリズム）・中国諮（チ

ンゲンツァイ）などを原謡とする外来語音で、謡例が少ない。r原則」r地名」でも特に規制

を受げたことがなく、比較的安定しており、実際の発音では2拍分になるこ～：も考えら

れるが、義記のゆれは金くない。これはチェと同様、昔韻体系中に他に交替し得る拍が

ないためであろう。ただし、ツユに関しては、チヱとの間でゆれる例がある。

コンツェルト／コンチヱルト　　　ツェルニ｝／チェルニー

　この原因には原語の違い（コンツ‡ルト（ド）／コンチェルト（イ））や、原綴の読み誤りも

考えられるが・たとえばr広辞林』新訂版（1934）のrツェッペリン」の項にrチェッペリ

ン」とあることや、r：コンツェルン」rフィレンツェjなどが、しばしばrニコンチェルン∬フ

ィレンチェ」と発曹されることも考え合わせると・シェ／セ・ジ並／ゼのような工段鋤音

のゆれと同様、直音ツェが鋤音チェとの閥でゆれる例であるとも解釈できる。ツェ時チ

ュヘのゆれはあってもチェ坤ツェがないのは、両者の受容度ほ差があるためであろう。一

　4．6。スイ、ズイ、ツイ

　スィズィは、『三省』紀異表記として「スィ牌（C）」「スィーズン」があるだげで、本見

出しはない。C（スィー）、Z（プィー）は他の辞典では「シ牌」「ゼット」となっている。［注幻
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　服部［豆4〕は外来謡音を2種に区分し・定着のやさしいティディなどを音韻体系のrあ

窪ま」に入るそ㎞ラとよび、スィズィツィなどを音韻体系の「す窪凄」に入る着一ラと

よんだ。スィズィツィはイ段の直音・鋤音の組替えを要求する拍である。たとえぱツィ

を音韻体系1ζ取り込むと・チが直晋ツァ行から鋤音チャ行への移動を余儀なくされる。

表3灯tsi］（ツイ）
　　／灘／。鴛、鴛、鴛。舳幣チ1アチ1炊鰯、；1、鴛。鴛、1艘チ1㌻1ア棚

これはサ行に削ナるスィ、ザ行におけるズィと同様の音韻議的操作であるが、ツィは

インテリゲンツィア／インテリゲンチア　　　　ティツィアーノ／ティチア㎞ノ

ツィゴイネル（ワイゼン）／チゴイネル（ワイゼン）　　ツィタ牌／チタ…

のよう1こ・チとの閲でゆれているものが多く・人名では・ソルジュニツィンエリツィン

ツィーグラーなど、ツィで安定している語も多い。これはツァツヱツォと同様、ツィ

が表調の規制を特に受げなかりたことに起因すると考えられる。外来謁音の定着の閥題

には、音韻論的な視点だげではなく、表記上の割約の間題が大きく関与している。

　以下のような例は『シェ／シエ」と同様のゆれである。

ツィ…タ｝／ツイ㎞ター／トゥイ｝ター

　4．　7、　ティ、テ“イ

　安定した諮が多い。r原則」r地名」ともに「チジと書く」とあるが、現代では逆紀、チ

ジを例外として・rチンキ」rラジオ」など憤用のあるものにあてている。ゆれの種類は・

アーティスト／アーチスト　　　　スティーブンソン／スチーブンソン

エロティシズム／エロチシズム　　ペティコート／ペチコ｝ト

エディンバラ／エジンバラ　　　　ディレッタント／ジレッタント

モディリアニ／そジリアニ　　　　ラディカル／ラジカル

のようなrティ／チ」rディ／ジ」のゆれと、以下のようなrティ／テ∬ディ／デ」のゆれがある。

ティラビア／テラビア　　　アイディア／アイデア　　　アコーディオン／アコーデオン

キャンディ／辛ヤンデ噌　　ディベロッバー／デベロッパ申　　ディテール／デテ牌ル

ディスコティヅク／ディスコテーク　　　ハンディキャップ／ハンデキャッブ

4．　8．　トウ、　ドウ
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　ティディがタ行ダ行の直音イ段のrあきま」に入るのと同様・トゥ　ドゥもウ段のrあ

きま」に入る音である。だが、ゆれのないものはrアン・ドゥ・トロア」rウルドゥ同語」rド

ゥイットユアセルフ」などが少数ある程度で、現在のところ語例が少ない。ゆれの種類は、

シュトゥットガルト／シュツットガルト　　　トゥ出アウト／ツ㎞アウト

ツァラトゥストラ／ツァラツ阯ストラ　　　　パストゥ咄ル／パスツ榊ル

ヒンドゥー／ヒンズ㎞　　　　　　　　　　　メドゥーサ／メズーサ

のようなrトゥ／ツ」rドゥ／ズ」のゆれと・以下のようなrトゥ／ト」rドゥ／ド」のゆれがある。

トゥルクメン共和国／トルクメン共和国　　　ハチャトゥリアン／ハチャトリアン

ドゥシャンベ／ドシャンベ　　　　　　　　　ポンパドゥール夫人／ポンパド㎞ル

　4．9．テユ、デュ

　デュは、「デュエット」「プロデューサー」「コーデュロイ」「フォンデ4」などゆれのない

謡が多～慣用が固定したrジュラルミン」のような少数の語を除げば・現在ゆれのある

語もデ盟に変化しつつある。一方でテユにはチュとゆれているものが多く、「コスチュー

ム」rスチュワーデス」rチュ㎞リップ」rチューブ」などチュとなるものも多い。

デュッセルドルフ／ジュッセルドルフ　　　ホンデュラス／ホンジュラス

デュロック種／ジュロック種　　　　　　テユーダー王朝／チュ榊ダー王朝

インスティテ4｝ト／インスティチュ｝ト　テユ阯バ／チュ榊バ

　逸。10．ファ、フィ、フェ、フ渚

　「原則jには「ブァフィフェブ考はハヒヘホと書く」とあるが、ほとんどの謡が

外来語音で安定しており、ゆれは『ファ／ハ」rブォ／ホ」に集中している。臼本謡音で安定

した謡としては・rプレハブ∬そルヒネ」rヒレ」rヘット」rアルミホイル」などがある。

ウエファ㎞ス／ウエハ目ス　　　セロファン／セロハン　　　サイフォン／サイホン

テレブ省ン／テレホン　　サキソフ涛ン／サキソホン　　　ビブラフ孝ン／ビブラホン

シンフォニ㎞／シンホニ㎞　　　ユニフ渚出ム／ユニホ｝ム

　ファフィフェには・以下のような・指数の変化するゆれがある。ただし・rフイルム」

型を本見出しとするのは『三省』だげで、表記としては「ブィルム」が主流といえる。

ファン／フアン　　　　ドンファン／ドンブアン　　　　マリファナ／マリフアナ

フィルム／フイルム、　スフィンクス／スフインクス　　フユルト／ブェルト
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　例外的なものとして、フィ　フェがフとの間でゆれているものがある。

フィクサチ岨フ／フキサチ｝フ　　　　レブェリ…／レブリ向

　4．11、フユ

　語数は少ないが、フユーラーフ泓一ジ目ンなど、ゆれがないものも多い。

パーフユ榊マー／パヒ風咄ム、バ㎞ヒュ…ム　　　フユ㎞ズ／ヒュ…ズ

フユ㎞チュリズム、フユ｝チャリズム／ヒュ…チャリズム

などはrヒュ」とゆれているが、rフユーズ」を本見出しとするのはr現代』のみである。

　4．12．ウイ、ウエ、ウ涛

　「原則」には「ウイ　ウエウオと書く」とあり、「地名」には「ウィ　ウェ　ウォと書く」とあ

るため、NHK・新聞は両者1こしたがい、r人名地名はウィウェウォ、それ以外の一般

名詞はウイ　ウエウオ」という使い分けをしている。辞奥でも　r学研』r言泉』rニコ

ン』は同様の規則を明記し、語ごとの慣用とは無縁に表記を統一している。

　これに従えぱ、同じ’榊ジ’榊111でも、地名rミッドウェイ」rウォール街」はウェ　ウォ

が小文字、一般名詞「ハイウェー」「ウオールフラワー」はウエウオが大文字となる。しか

しそもそも一般名調と固有名詞の境界は畷蛛なものであり、たとえば「ウィーン」は地名

なので、大抵はこれを小文字で鍛うが、「ウィンナコーヒー」「ウィンナソーセージ」「ウィ

ンナワルツ」になると、rウィンナ」をrウィーン」の派生とみるのか、一般名詞に大文字を

あてる『日本』『学研』『言泉』r例解』でも、小文字を本見出しにしている。

　一方・ウィ／イのような合鋤音と直昔のゆれは・rウォールナット／オールナット」を除

くと、同一形態素内の直前の拍に母音／u／／o／が来るときに限られると解釈される。

ガ｝シュウィン／ガーシュイン　　スウィブト／スイフト　　スウィング／スイング

クウェ｝ト／クエ㎞ト　　　スウヱ…／スエ…　　　スウェーデン／スエ出デン

サンドウィッチ／サンドイッチ　　　ハロウィ…ン／ハロ…イン

　前述のよう地名人名は外来語音となるため、同じS滞eetでも、さつまいもは「スイ｝ト

ポテト」、人名は「スウィート」となる。だが実際の発音では、たとえぱ「クウヱート」と

rクエスチョンjの遼いはそれほど蜆確でなく、ウィウェ部分の発音には、暫i㈹に近い

ものから　i　eに近いもの豪で、人により、また場合により無限の申間段階が存在する

〔注5］。小泉〔10］には、スウェーデン、ノルウェー、ミッドウヱーの発音は、スエーデ
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ン、ノルエー、ミッドエーだという指摘がある。いうなればこれらは、ウィウェの発

音意図がなくともある程度自然に、わたり音的に出るものであり、この中間段階に意識

を置妻、外来語音として意識するかどうかは、発音著、聴取者の意図に関わる面が大き

い。

δ。嚢とめ

　以上、これらのゆれをまとめて類型を立てると、次のように分類できる。

A　1拍にあたる外来語音と日本語音2拍分がゆれているもの

　　シュ／シエ　ジェ／ジエ　チヱ／チエ　イェ／イエ

　　　　　　　　　　　　　ツイ／ツイ
　　ファ／フア　フィ／フイ　フェ／フェ　　　　　　ウィ／ウイ　ウェ／ウエ　ウォ／ウオ
　　　　　　　ティ／テ　トゥ／ト　　　　　　　ディ／デ　ドゥ／ド

B　母音を共通要素として・外来語音と日本語音がゆれているもの

　　シヱ／セ　　　ジェ／ゼ　　　　　　　　　イェ／エ

　　スィ／シ　　ズィ／ジ　　ツィ／チ　　ツェ／チヱ
　　ブァ／ハ　　　　　　　　　　フォ／ホ　フユ／ヒュ　ウィ／イ　ウェ／エ　ウ＊／オ

　　　　　　　ティ／チ　トゥ／ツ　　　テユ／チュ　ディ／ジ　ドゥ／ズ　デュ／ジュ

C　子音を共通要繁として・外来語音と日本語音がゆれているもの

　　シェ／シュ　ジェ／ジュ　ジュ／ジ

　　　　　　　　フィ／フ　フェ／フ

　Aタイプのゆれは、綴字発音的性質を持つ、拍数が変化するゆれである。かな文字と

拍との間1ζ相関があることはよくいわれるが、一音が一文字と対応するという意識が遇

剰にはたら義・鋤曹の小文字を拍と等個と見なすことがあるのは注目に値する。たとえ

ば予供の遊びに、じゃんけんで勝った者が、出した手の意味する語に応じて歩げるとい

うものがあり・チ露キのrチ目コレート」の拍数は5だが・子供はrチ・ヨ・ニコ・レ・工・ト」の

ように切って6に数える。指感覚が表記の影響を受ける例である。なお、ティ／テ松どは

拍数は変化しないが［注6〕、永田［15〕にもあるよう、ティディで安定した感の強い語が

特紀高齢者でテデとなるのは、文字の影響を受けた発音の例と考えられる。

　Bタイプのゆれは、音韻体系におげる鋤音（直音）の「あきま」に入る外来語音と日本詔
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音の直音（鋤昔）との間で趨きるゆれである。

　Cタイプのゆれは謡例が少ないが・子音の類似性が選択基準になる点が・母音を基準

となるBと対照的である。これらは鋤音的外来諮音が、直昔や臼本語音の鋤音となる点、

広い意味で「レジュメ」『フィギュアスケート」「ドビュッシー」などが「レジメ」「フィギア

（フィギャー）スケ㎞ト」rドビッシー」となるr鋤音の直音化」と同様の現象である。

　ABが国語審議会や研究書などでゆれの典型とされるのに比べると・Cは辞典などで

は単なる誤りとして処理されることが多いようである。たとえぱ「アタッシェケース」「レ

フェリーJに関して、本稿執筆者が王990／11に筑波大学生31名1こ行った表記・発曹の調査

では、緒果は「シュ」rフ」が優勢となり、日本語音の方が一般に行われていることが推察

されたが、辞典では、外来語音の方を本見出しとして扱うものが多かった。

発音　　アタッシュ0／アタッシュ81　　　レフェリー8　／レフリ｝22
表記　　アタッシェ1／アタッシュ30　　　レフェリ｝10／レフリー21
アタッシェ基日新大図’学：コ巻広三’N／アタッシュ基臼’新’大’図学’書旺小三
レフェリーイ墓日大図学コ岩泉旺小広三N／レフリー基c’言’小’三’
（辞典名は頭文字。口’とあるのは、空見出しや興表記があげられていることを示す）

　漢語において「季衛」が「シジツ」、r新宿」が「シンジク」のようになる鋤音の直音化が

rぞんざいな発音」として処理されるのと圃様、規範意識がはたらくためであろうか。し

かし、漢語の例は現在のところ表記にまで影響が及んでい珪いが、外来謁においては、

陳語が意識されない場合、慣用の固定度が鐙先する可能性もまた大きいといえる。

　注富すべきは、Aタイプのゆれでは、1拍の外来語音で安定した語はかなりあるのに、

2拍の日本語音で安定した語は一つもないということである。たとえば『ウイスキー」「ウ

エハース」などはかなり慣用が固定しているように思えるが・r広辞』　r現代』では外来

語音rウィスキー」rウェハース」を本見出しとしている。前述の大学生の調査でも、

発音　　ウィス辛一　5／ウイスキー24　　ウェハース　4／ウヱハース25
表記　　ウィスキー19／ウイス辛一10　　ウェハース20／ウエハース　1ヱ

と・表調では外来語音が多くなった［注7］。Aは外来諮音になる頓向が強く・中はは連

母音の方が原音紀近いのに一拍の外来謡音となるr誤った回帰」もみられる。Aのゆれが

流動的で、臼本謡音で安定しているものがないのに比べ、Bの、原綴が意識されない外

来語では、rプレハブ」rチップ」rスタジオ」のように、臼本語音で安定したものも多い。
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　同原語が謁形をかえて別謡として借用される二重語現象も、Aではほとんど生じず、

Bほのみお窪ている［注8］。たとえぱ、activeには、r活発な」とか「左翼政党の活動分

子」などの意蹄がある。前者は明治時代にアクチブのかたちで入り・その籏発昔・表記も

アクティプにかわりつつある。だが政治用謡としては現在でもrアクチブ」であり・rアク

ティブ」となることはない。また、舳tique（仏）はr骨董品」の意味では「アンティ㎞ク／

アンチック」でゆれているが、r活字の字体の一つ」の意味としてはrアンチック（アンチー

ク）体jを掲げる辞奥都圧倒的に多く、印麟用語としてrチ」が固定していることがわかる。

　各謂の論猪凄かな機用年代把関し、小学館r国語大辞奥』・角川r外来語辞奥』のr文

献初出年代j、三省堂『コンサイス外来謡辞典』、東京堂『増補外来語辞奥』、東京堂

r墓本外来謡辞典』のr借入隼代」などを参考に整理すると次のようになる。ここからは、

必ずしも古く臼本語1こ入ったもののカが日本語音で定着するとはいえないようである。

　　　　　　　　　文献初出　関趨諮（巽表記）初出　　コン　　増補　　墓本

アクチブ（活発）18脆一918アクティーヴ明明明
アクチブ（政治）1950　　　昭現現アンチック（骨璽）　　1954　　　　　　　　　　　　明　　　＊　　晩現

アンチック（印賊）1963　　　晩昭囎（時代区分は「晩治／大正／昭和／現代」。「現代」は第二次世界大戦から現在に至るまで）

　同様に、rハンティング／ハンチング∬セロブァン／セロハン」rウエファー／ウエハー」な

ども、「狩り∬紙∬菓予jの意味ではゆれているが、「帽子」「テ申プ」「集積回路」の意味で

はそれぞれ日本謡音で安定した感が強く、ラムネとレモネード、トラックとトロッコの

よう；こ・指示物の異なる別謡として定着するのではないかと考えられる。これらはすべ

てBのゆれの一方が安定したものである。だがAの場合の、「ファン／フアン」におげる

r羽根」とr支持者」・rフィルム／フイルム」におげるr膜」とrカメラ」では・指示物の分化は

それほど一般的とは考えがたい。前述の大学生調査では、r支持者」の「ファン／フア：■」や

「カメラjのrフィルム／フイルム」でも外来語曹が多くなった。つまり、ゆれである。

発音　　ファン　28／フアン　1　　ブィルム　ユ8／フイルム　ユ豆
表記　　ファン　30／フアン　O　　フィルム　28／フイルム　　3

　外来語音の表記のゆれの間麗は、先行研究においては項目羅列的に論じられることが

多かったが、このような類型をたてることによって、以上のべてきたような、間題の総

括的、統一的な説鯛が可能になるのである。
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〔濫〕

本研究は日本学衛振興会特別研究奨励費把より平成二年度筑波大学大学院修士輸文『外

来謡音と現代日本謡音韻体系一rあ窪ま」の概念を中心に一』に加繁鰺正したものである。

工）　ただしこのことを・音韻的に無意瞭なものは表記法に取り入れるべきでない・と

　　してヴァ行表記そのものを排除する意見と混同すべきでない。義記面に限ってヴァ

　　行壱捉える溶ら、これは原音の［V〕を示す機能を担っており、「はなぢ」「みかづ義」

　　のような、後行成分の元綴を示すチ・ツ濁に類する機能を有すると考えられる。制隈

　　が緩和きれた「外来語の表記」を経た今後、一般名調でヴァが安定する可能性は高い。

2）　厳密には金田一［3］は／階o／をr弱うございます」等に現れるr臼本語音」としている。

8）　紙数の都合上、全謁嚢のデータや、ゆれている語の各々の出奥辞典類はあげられ

　　な、㌦これらに関しては前掲修士論文の資料r謡彙表∬ゆれ一覧表」を参照きれた、㌦

4）　ただし・rC」の読みに関して・r放送におげるアナウンサーの発音として望ましい

　　と思うものは」を有識者と大学生に尋ねた石野［16］の調査によれば、以下のように

　　「スィー」支持は多数派であり、この志向が強まれぱrスィ」窟着の可能性も高い。

　　　　　　　　　スィー　　　　シー　　　　どちらも　　場合による

　　　　有識者　　38，8　　　86．3　　　9，8　　　18，6
　　　　大学生　　48．逐　　　27．2　　　9．8　　　1堪．6　（単位は％）

δ）　特に・トゥドゥとウィウェが隣接するものでは・rトウェンティ／トゥエンティ」

　　「ドウェリング／ドゥユリング／ドエリング」のようなゆれがあり複雑である。本文中

　　で述べた大学生の調査でも「マークトウェーン／マークトゥエーン」は、発音はすぐ

　　で義たが・それを内省しながらの表記では考え込み、文字イヒできない人が多かった。

6）　rティ」がrテイ」やrテー」のように2拍分となる例もあり、たとえぱ浜島［豆8］に、

　　rティラーj（tiller［ti1審〕耕運機）が、〉テイラー・テーラーと拡った例があげられ

　　ている。また、これとは逆に、ent帥tainerは、母音が二璽母音だからrエンターテ

　　イナ向」のままでよいのに、ティが遇剰に適用されて「エンタ向ティナ｝」となる例も

　　ある。後者は、健音を小さなツで表す正書法を当てはめすぎ、けオッカ」「カムチャ

　　ッカ」rゲッセマネ」のように健音化する例と1司じく・遇度矯正現象の一種である。

7）　ここで注目きれるのは、表記と発音のずれが個人内に生じていることである。本
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　　穂のABCの分類は、発音と表記の鰯人内のずれの間題を説蜆するのに育効であり、

　　繕諭をいうと、Aタイプの個人内のずれは表記が外来議音・発音が臼本謡音となり、

　　Bタイプでは発音が外来謡音・表謁が日本謡音となる傾陶があると分析で謹る。これ

　　が妥当な緒論かどうか、機々な年代を通じて調査を行い、検証する必要がある。

8）　指示物による外来語音と日本藷音の使い分けを指繍したものに、石野〔17］がある。
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A t y pifif io a tio n o f va ria tio n in 

loanword sounds in dictionary items 

Hiroshi HATSUZAKI 

There are two ~ays of incorpoFating foreign sounds into Japanese. One 

is to change the foreign sound into a Japanese sound ( e.g.[di]~~/zji/or/de/), 

and the other is to formulate a new ~flora(loanword sound), similar to the ori-

glnal form fllllng In a gap" In the phonologlcal system ( e.g.[di]~/di/). 

A fluctuation occurs bet~een the Japanese sound and the loanword sound. 

Sixteen different dictionaries were employed to study variations in the 

/sje/[J~e] /cje/[i;~e] /zje/[c;~e] lje/Cj e] /hje/Cce] moras listed below: 

/nje/[Jl:e] /tsa/[tsa] /tse/[tse] /tso/[tso] /si/[si] /zi/[dzi] /ci/[tsi] 

/ti/[ti] /tu/[tw] /di/[di] /du/[duL]/ /tju/[tjLIL] /dju/[djllL] /fa/[~)a] 

/fi/[<!>i] /fe/[~)e] /fo/[(~)o] /fju/[~)jllL] /wi/[vlli] /~e/[u4e] /wo/[u{o] 

In this study, all loanword sound variations are classified into 3 types. 

A The fluctuation between the loan~ord sound in one mora and the Japanese 

sound in two moras. ( e,g. /sjerareone/-/sJlerareone/) 

B The fluctuation bet~een the loanl~ord sound and the Japanese sound 

with the same vo~el. ( e.g. /sjepaRdo/-/sepaRdo/ ) 

with the same consonant. ( e.g. /ataQsJekeRsu/-/ataQsJukeRsu/) 
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